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自己紹介

本間照雄 蟹座 O型 寅年生まれ
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東日本大震災対応時の様子（2011/03/31）

被災地行政の支援 2011（H23）.04～2014（H26）.03
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被災地復旧の様子（宮城県南三陸町）
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発災

避難場所 ・一時的、緊急に避難する場所（公園など）

一時避難場所 ・危険が去るまで、一時的に滞在する施設 （地域の町内会館）

福祉避難所 ・被害を受けた又は恐れのある住民が避難する場所
（小学校・中学校・公共施設）
（高齢者福祉施設）

応急仮設住宅 災害公営住宅 防災集団移転 自立再建

広域指定避難場所

◇発生日時 平成23年3月11日（金） 14時46分頃
◇震源及び規模（推定）

三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度
（牡鹿半島の東南東130km付近）

◇震度 震度7 宮城県北部 震度6弱 南三陸町
◇津波 3月11日（金） 14時49分 大津波警報発表
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◇一次避難所：49カ所 10,368人
（町内41，登米市8）H23/03/20～04/21時点

◇二次避難所：56か所 2,246人
（町内６，登米市６，栗原市６，大崎市３４，加美町１，

上山市１，にかほ市２） H23/03/20～04/21時点

計 105カ所

（註）・自主避難者を除く
・避難者数（最大時）

出典：南三陸町保健福祉課避難対策班調べ

1-1 集団避難（町外二次避難所）

11

1-2 分散する応急仮設住宅
１ 長屋型仮設住宅
（１）志津川地区 ２２か所 ６４８戸 １，７８５人（５８７世帯）
（２）歌津地区 １７か所 ６４４戸 １，８５３人（５３４世帯）
（３）入谷地区 ７か所 １６１戸 ３９４人（１５１世帯）
（４）戸倉地区 ７か所 ２５６戸 ７１５人（２３２世帯）
（５）南方地区 ２か所 ３５１戸 ９６４人（３１３世帯）
（６）横山地区 ４か所 １３５戸 ３８８人（１２０世帯）

計 ５９か所 ２，１９５戸 ６，０９９人（１，９３７世帯）

２ 民間賃貸（見なし仮設）住宅
（１）南三陸町内 ６５戸（世帯）
（２）宮城県内 １２市１２町 ６８２戸（世帯）
（３）県外 ３１都道府県 ２２６戸（世帯）

計 県内７４７戸 県外２２６戸 計９７３戸（世帯）

（平成24年1月25日現在） 12
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地震発生（２時４６分頃） （ ４９分 ） 巨大津波市街地破壊（３時３５分頃）

一次避難所（南三陸町・登米市３３か所に９，７４６人避難）

9,746人／17,666人（55.2%）

一次避難所二次避難所（５６か所）
・県内３４市１町
・県外２県２市

見なし仮設住宅（５１８世帯）
・県内２４市町４４２世帯
・県外２７都道府県７６世帯

応急仮設住宅
（南三陸町・登米市58団地に２，１９５戸）

自力
再建

防災

集団
移転

災害

公営
住宅

七
年
過
ぎ
て
よ
う
や
く

H25.04.30時点

入居済戸数
平成29年3月
738戸（100％）

整備区画数
841区画

平成30年3月
784戸（93.2％）

18戸（41人）平成30年11月末
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能登半島地震被災者の避難状況概観
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22七浦（しつら）公民館：輪島市門前町指定避難所（2024-02-26）
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孤軍奮闘の指定避難所責任者（公民館長）

26指定避難所で一端支援物資を受け入れ、その後仕分けして自主避難場所に配る物資
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旧剱地中学校輪島市門前町指定避難所（2024-02-26）

日中5人／夜34人避難（地元住民を三重県津市職員が支える）

28

27

28



2024/3/10

15

29宮地交流宿泊所「こぶし」能登町宮地地区（2024-02-27）

30
何でも受け入れて、地域振興に生かす。（断らない→行政が支援したくなる地域づくり）
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32
野々市市社協の「家電バンク」（2024-02-27）
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能登半島地震被災者支援に向けて
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被災前の地域（community）

自力再建
防 災

集団移転
災 害

公営住宅

コミュニティの再編・再構築が必須

最も支援を必要とする人々が，被災地の復旧・復興過程で，
地域コミュニティという従前の生活を支えたネットワーク資源
（ Social Capital ）を奪われてしまう。このことが，日本の復興
が有する最大の課題である（越山健治，２００７）。

出典： 越山健治，2007「都市の復興と新たなコミュニティの形成」『震災と社会－復興コミュニティ論』，96-7，弘文社.

各世帯の経済的社会的諸事情で選択

42

地域を熟知している住民は強い！

◇土地に刻まれ記憶された歴史は，文化的伝統として
結実し，危機に向き合う際の仕組みとして機能する。

◇生業の営みを基盤として形成された生活文化は，自
律的な強靱さを備えている」のである。

（河村ほか編２０１３）

生活文化や生業に基づいた活動は、自律的な強靱さ
を持ち危機に強いのである。

→長い復興・発展（まちづくり）を担う住民として彼らを支える。
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｢住まいの場所｣は全く人間存在の基礎であり、す
べての人間活動の背景となるだけではなく、個々
人の集団に対しての存在保証とアイデンティティ
（自分が自分であること）を与える（Relph,1976） 。

Edward Relph,1976”PLACE AND PLACELFESSNESS”
（＝高野岳彦・阿部隆・石山美也子訳，1991｢場所の現象学｣筑摩書房）

居住地に対する愛着は、居住期間とともに強まる
が、同時にその愛着はその人を取り巻く物質的環
境との関係よりも、他の人々との個人的な相互関
係の方に関わっている（Hampton，1970，p115）。

◇人々と地域との関わりを再評価する必要がある◇

地震・津波・洪水等の
災害因（ハザード）

社会の脆弱性

防災

災害の
発生

減災
・
構
造
物
に
よ
る
被
害
抑
止

・
非
構
造
的
被
害
抑
止

・
事
前
の
備
え
に
よ
る
被
害
軽
減

・
緊
急
対
応

･
復
旧
･
復
興

出典：立木茂雄,2016,『災害と復興の社会学』萌書房,19頁.

災害は、社会的な現象で社会的に構築される
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